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1･　和服 を袷仕 立にする際， 裾の形 を調えるため裾心

を入れ る場合 が多い。そ の心に用いられ る材料 と八掛布

の種類 によ って，裾 切れ の程度 も変 わってくるものと思

われる。ま た，和服 の場合，そ の下 に着用す る長じ ゅば

ん地 とのまさっ も， 裾切 れに影響して くるものと考え，



市販 の八掛地４種類，心地 ４種類，および長じ ゅばん地

とし て４種類をと り，種々の組合せによ り摩擦強度を測

定し た。

2･　試料 は 八掛 地 と し て1. 重 目本 絹2. 軽目本絹

3. ポリエ ステル00%  4. モスリンの４種とし, 心は1.

ナイ ス2. モスリン3･ 木 綿わた4. まわたの４種 類，

長じ ゅばん地とし ては1. 軽目本絹2. モス リン3. ナ

イ ス4. ポリェ ステルの４種をとった。 八掛 布の試料を

15×4.5cm にと り，その中央部に心 をと りつけ絹糸で押

え22 ×2.5cm  c'木 綿台布に 両 端を 縫つけ， 学振型の摩

擦試験 機にと りつける。 摩擦布（長じ ゅばん地）は,    7

×2.5cm にと り，500g の荷重をかけ,   3000回摩擦を行な

う。摩 擦し た試料を広げて，ショッパー型抗張力試験機

にかけ 強度 を測定し 分散分析を行なった。

3.　実験 の結果 ，心地の種類 による強度差には大きな

変化 はなく，八掛布 と長じ ゅばん地と の間にはかな り変

化 が見られる。長じ ゅばん地にモ スリンを用い，八掛布

に絹を用い た場合の強度の低下は非常に大きい。
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